
視覚障がい教育研究部会 

令和８年２月 
 

視覚障がい教育研究部会では、研究主題「視覚障がいのある幼児児童生徒に対する指導・支援の

在り方について研修し、視覚障がい教育の充実発展と教員の資質向上を図ると共に、各学校や関係

機関との情報の共有化を図る。」とし、活動してきました。 今年度は宮崎県立明星視覚支援学校の

他に、新たに弱視特別支援学級（延岡市立東小学校）、弱視通級指導教室（都城市立祝吉小学校、国

富町立本庄小学校、宮崎市立住吉中学校）が加わりました。明星視覚支援学校での合同研修会、夏季

研修会の実施、また特別支援教育コーディネーターによる巡回相談や通級指導教室を通して、連携し

ながら視覚障がい教育の充実を目指した活動を行っています。 

  

合同研修会 

 明星視覚支援学校において、弱視特別支援学級との合同研修会を実施しました。主に小学部低学

年の授業参観を行い、弱視児童への学習環境や視覚支援補助具についての意見交換を行いました。 

 

視覚障がい教育研究部会夏季研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚支援補助具の御紹介 
 今年度は、弱視特別支援学級、通級指導教室での指導・支援にも役立つ視覚支援補助具の購入を

行いました。その一部を御紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県立松山盲学校の鷲野・沖田両教諭を講師に迎え、「視覚障がい児

のキャリア教育と学力向上」をテーマにオンラインにて研修会を実施しまし

た。進路指導の具体例をもとに、「生徒の希望する進路実現には、学校とし

ての組織的・計画的取組と、生徒自身が自分の見え方と必要な支援につい

て説明できる力を育てることが必要である」ことを示され、大変参考にな

る研修会でした。オンライン実施にしたことで、県内各地の視覚障がいの

ある児童生徒に関わる教職員の他、放課後等デイサービスの職員の方に

も参加していただくことができました。 

 

書見台 

  

 

 

社会福祉法人日本ライトハウス情報文化センター 

 疲れずに学習する姿勢を保持する

ことと、視距離と明るさの確保でき

る。こちらの書見台は比較的サイズ

が小さく、持ち運びしやすい仕様。 

音声タイマー 

  

            TANITA 

               Quick 

            （クイック） 

 

 時間を音や振動で知らせてくれ

る。静かにしなければいけない場で

も使用が可能である。 

音声電卓 

  

           社会福祉法人 

           日本ライトハウス 

           情報文化センター 

 

  

10 桁までの計算が可能な小型の

音声電卓である。 

リバーシ 

  

 

 

 

(株)メガハウス 一体オセロ 

 オセロ石が回転式になっているた

め落とすことがない。面の触覚も違

うため白黒の判断もしやすい。 

シャープペンシル 
  

 

 

上：ZEBRA Rint（リント） 

下：Tombow MONOwork1.3ｍｍ 

 芯の出る部分のパイプが長く、書

いている文字が見えやすい。太く濃

く書けるため線が見えやすい。 

 

下敷き 

  

 

 

 

(株)レイメイ藤井 魔法のザラザラ下じき 

筆圧が安定しない児童生徒にお薦め。

ザラザラ面（国語、書写向き）とツルツル

面（算数の筆算向き）がある。 


